
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１及び第２の電圧測定端子、第１及び第２の電流出力端子を用いて測定対象抵抗の４端
子測定を行う抵抗測定装置において、
電圧測定手段、電流発生手段、直流電圧を発生する直流電圧発生手段、及び、前記測定対
象抵抗よりも高い抵抗値をもつ第１及び第２の高抵抗を有し、
前記第１の高抵抗は、一方の端子が前記第１の電圧測定端子に接続されるとともに他方の
端子が前記直流電圧発生手段の一方の端子に接続され、
前記第２の高抵抗は、一方の端子が前記第２の電圧測定端子に接続されるとともに他方の
端子が前記直流電圧発生手段の他方の端子に接続され、
前記電圧測定手段が有する２つの入力端子のうち、一方の入力端子が前記第１の高抵抗と
前記第１の電圧測定端子間の任意の位置に接続されるとともに、他方の入力端子が前記第
２の高抵抗と前記第２の電圧測定端子間の任意の位置に接続され、
前記第１及び第２の電圧測定端子、及び、前記第１及び第２の電流出力端子を前記測定対
象抵抗に接続したときに、前記第１及び第２の高抵抗による電圧降下によって前記第１及
び第２の電圧測定端子に加わる電圧が低下することを検知し、それにより前記電流発生手
段によって前記第１の電流出力端子と前記第２の電流出力端子の間に電流を出力して測定
動作を行う手段と、
を備えることを特徴とする抵抗測定装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、抵抗測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
抵抗の測定装置としては、測定装置が常時測定状態であり測定結果を同時に表示する状態
にしておき、表示された抵抗値を測定装置の使用者が予想する測定結果の値が出たことで
測定値を判別する装置が一般的である。あるいは装置を常時計測状態にせず、測定装置の
使用者が抵抗に測定端子が接触したことを確認して押しボタンなどの手動操作により測定
開始する方法も使用されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、常時計測状態にする方式では、交流４端子測定で使用される電流出力端子
に常時低インピーダンス回路を通して電圧を発生させる必要がある。この為、前記電流出
力端子が人体や測定対象の物体以外に触れた場合、もしくは測定対象の抵抗が予想外の状
態にある場合に、測定器自身に障害を発生することがある。また常時計測する方式では、
測定値を機器に記憶する場合、使用者が表示された測定値が適当か判断し、押しボタンな
どの手動操作で記憶させるようにする必要がある。この場合、測定の間、両手で持つ必要
がある測定端子を使用していた時、記憶させる手動操作を行いにくいという問題がある。
【０００４】
また、電流出力端子が測定対象の抵抗の両端に接続したのを確認して押しボタンなどの手
動操作により測定を開始する方法では、やはり測定の間、両手で持つ必要がある測定端子
を使用していたとき、手動操作が行いにくい、または手動操作を行いやすくする構造が複
雑になるなどの問題がある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の抵抗測定装置は、第１及び第２の電圧測定端子、第１及び第２の電流出力端子を
用いて測定対象抵抗の４端子測定を行う抵抗測定装置において、電圧測定手段、電流発生
手段、直流電圧を発生する直流電圧発生手段、及び、前記測定対象抵抗よりも高い抵抗値
をもつ第１及び第２の高抵抗を有し、前記第１の高抵抗は、一方の端子が前記第１の電圧
測定端子に接続されるとともに他方の端子が前記直流電圧発生手段の一方の端子に接続さ
れ、前記第２の高抵抗は、一方の端子が前記第２の電圧測定端子に接続されるとともに他
方の端子が前記直流電圧発生手段の他方の端子に接続され、前記電圧測定手段が有する２
つの入力端子のうち、一方の入力端子が前記第１の高抵抗と前記第１の電圧測定端子間の
任意の位置に接続されるとともに、他方の入力端子が前記第２の高抵抗と前記第２の電圧
測定端子間の任意の位置に接続され、前記第１及び第２の電圧測定端子、及び、前記第１
及び第２の電流出力端子を前記測定対象抵抗に接続したときに、前記第１及び第２の高抵
抗による電圧降下によって前記第１及び第２の電圧測定端子に加わる電圧が低下すること
を検知し、それにより前記電流発生手段によって前記第１の電流出力端子と前記第２の電
流出力端子の間に電流を出力して測定動作を行う手段とを備えることを特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明による抵抗測定装置では、４端子測定により抵抗を測定する手段を備える抵抗測定
装置において、自動的に抵抗が接続したことを認識し測定動作を行うようにする。測定端
子に測定器から高抵抗回路を通して電圧を加え、測定対象に接続されたときに測定対象の
抵抗の両端の電圧が低下することを検出して、自動的に測定を開始するようにした。この
ようにすることにより、操作性が改善され、また、測定端子が人体や測定対象の物体以外
に触れた場合、もしくは測定対象の抵抗が予想外の状態にある場合にも、測定器自身に障
害の発生を防止する効果がある。
【０００７】
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【実施例】
以下、本発明の一実施例について、図面を参照して説明する。
【０００８】
図１は本発明を実施した装置の構成例を示すブロック図である。図１において、１は直流
電圧発生手段であり、２は測定対象抵抗４に対して高い抵抗値をもつ抵抗である。３は電
圧測定端子、５は電流を出力する端子である。６は電圧測定手段である。７は電流発生手
段であり、常時は電流を発生しない。
【０００９】
抵抗測定時には、まず直流電圧発生手段１から電圧が発生し、高抵抗２を通して電圧測定
端子３に加えられる。電圧測定端子３が抵抗４に接続されていなければ、直流電圧発生手
段１で発生する電圧と電圧測定端子３に生じる電圧は同じ電圧値になる。ここで電圧測定
端子３と抵抗４が接続されると、抵抗４に電流が流れ電圧降下が生じるため、電圧測定端
子３の電圧が低くなる。この電圧低下を電圧測定手段６で検出すると、装置は測定対象抵
抗に接続されたと判断し、電流発生手段７から電流を流し測定を行う。
【００１０】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、測定ならびに測定値の記憶が自動的に行われるので操作性
が改善されるという効果がある。また、装置は常時測定状態になっていないので、測定端
子が人体や測定対象の物体以外に触れた場合、もしくは測定対象の抵抗が予想外の状態に
ある場合にも、測定器自身に障害の発生を防止するという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した装置の構成例を示すブロック図
【符号の説明】
１　直流電圧発生手段
２　高抵抗
３　電圧測定端子
４　測定対象抵抗
５　電流出力端子
６　電圧測定手段
７　電流発生手段
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【 図 １ 】
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